
　区は次の基金を設け、区民、事業者のみなさんからの寄付金などを積み立てて、活用しています。
　いずれの寄付も、個人の場合、所得税（または住民税）の確定申告の際に寄付金控除の対象になります。
　申し込みは、随時受け付けています。電子申請か、区 ・窓口で配布する申込用紙に記入し、ファクシ
ミリ、郵送または直接、次の各係へ。
☆申し込み後の手続き方法などについて詳しくは、区 をご覧になるか、各係へ問い合わせを

①森林再生応援
　M

マ イ

y記念
1口1,000円で募
集。結婚や出産
などの記念に名
を入れられる「森
林再生応援メン
バー証」を発行

③中野の森づくり
　貢献協賛
任意の寄付金額を上乗
せした商品やサービス
を提供する商店・団体
等を募集。区から感謝
状を進呈し、区 に協
賛店であることを掲載

「身近な緑を守り
育てる」寄付コース

緑化推進係／８階　
☎（３２２８）５５５４　
ＦAX（３２２８）５６７７

地域自治推進係／５階
☎（３２２８）５５７１
ＦAX（３２２８）５６２０

　「花と緑の祭典2019春」の会場で、
先着600人（家族）にブルーベリーの
苗木を配布します。当日直接会場へ。
☆1家族につき1本

　区民団体が今年度実施する公益性
のある活動で、区民生活への貢献性、
先駆性や創造性に優れた事業に対し、
その事業経費の一部を助成します。
　多くの団体が幅広く活用できるよ
う、同一団体による同一事業や継続
性のある事業に対しての助成は3回（3
年）までとしています。
　これまで助成を受けたことのない団
体（事業）も、ぜひ応募してください。
申込み　5月10日から区 、区役所5
階地域自治推進係で配布する申請書
に記入し必要書類を添えて、5月27日
～ 6月7日に直接、同係へ
☆対象団体は、書類審査とプレゼン
テーションで決定。日程などについて詳
しくは、申請書入手時に確認を

日 時 5月19日（日）
午前10時から

会 場 中野四季の森公園
（中野4－13）

緑化推進係／８階
☎（３２２８）５５５４　ＦAX（３２２８）５６７７

　住宅地の占める割合が多い中野区では、庭木や生け垣、マンション
のベランダにある緑なども緑化の大きな要素です。
　このコースへの寄付金は、区が「花と緑の祭典」などで配布する苗
木購入費用の一部として活用します。
　1口1,000円で募集。なお、1回の申し込みにつき、花の種1袋を
進呈します。

地球温暖化対策係／８階
☎（３２２８）５５１６
ＦAX（３２２８）５６７３

「中野の森
　　プロジェクト」
　区は、群馬県みなかみ町及び土地所有者との協定により、同町の
牧場跡地（15ha）に設けた「中野の森」で、植林を行っています。ま
た、福島県喜多方市とも協定を締結し、森林整備を支援しています。
　これらは、区内のCO２（二酸化炭素）排出量を、植林や森林整備で
得られるCO２吸収量で埋め合わせる、「カーボン・オフセット」の取り組
みです。
　このプロジェクトへの寄付は、次の①～③の3コースで、いずれも
植林や森林整備の費用の一部として活用します。

地域での緑化推進の
ために苗木を配布します

「区民公益活動推進基金から
の助成」事業実施団体の募集

②中野の森
　パートナー
3万円以上で募
集。区から「中野
の森パートナー
証」を授与し、区
にパートナー

であることを掲載

　区内では、さまざまな区民団体が幅
広い分野で自主的な公益活動を行って
います。
　この基金は、その活動に必要な資金
を助成するものです。昨年度は、「特定
非営利活動法人なかのドリーム」他5団体
に助成しました。地域の公益活動の活性
化に向けて、ぜひ基金に寄付をして、区
民団体の公益活動を応援してください。
　寄付の金額は、いくらでも結構です。
なお、3万円以上の場合は、区から感
謝状を贈呈します。

▲「中野の森」
　ロゴマーク

HP
詳しく

で

区民公益活動推進基金 環境基金
地域自治推進係／５階　
☎（３２２８）５５７１　
ＦAX（３２２８）５６２０

区施設へは、公共交通機関をご利用ください

は、区　で詳しい内容をご覧になれます
HP
詳しく

で

　はホームページ 区　から、　　は電子申請が、　　は申請書などのダウンロードが可

中野区の基金への寄付にご協力を
貴重な財源として活用します
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▲会場でも気軽に相談してください

◀猿田さん
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／
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日
頃
の
活
動
を
み
な
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に
知
っ
て
い
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だ
く
た
め
、こ

の
日
の
前
後
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
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ぜ
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ま
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子
育
て
サ
ロ
ン

民
生
委
員・

児
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委
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会
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民
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委
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活
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５
月
12
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前
中
に
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内
約
千
５
百
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民
生
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夢
通
り
パ
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示

区
役
所
１
階
区
民
ホ
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ル

パ
ネ
ル
展
・
相
談
会

日
時

会
場

会
場
期
間

５
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す
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野方地区の主任児童委員・
猿田えり子さんからのメッセージ
地域のみなさん　
安心して相談してください
　私たち主任児童委員は、さまざまな関
係機関との会議に参加し、お子さんや子
育て家庭の支援のお手伝いができるよ
う、意見交換や情報共有を行っています。
　新１年生の保護者会で紹介していただ
くなど、学校と連携した取り組みも広がっ
ています。
　また、少しでも地域のみなさんの役に
立てるようにと、地区ごとに幅広く活動し
ています。
　私自身は、主任児童委員の委嘱を受け
てから今年で20年余り。近所の公園で
出会うお子さんや保護者の方に率先して
あいさつや声掛けをしています。最初は
びっくりされますが、次第に打ち解けて、
相手からも話し掛けてくれるように。こ
の活動を続けていることで、とても多くの
方と知り合うことができました。このネッ
トワークは大切な財産です。
　私たちは、身近な近所の住人です。情

報の管理には最大限の注意
を払っているので安心して相
談してください。
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